人権擁護法案に反対します
真・保守政策研究会様

日頃は私達の為に国政においてご尽力されていることに感謝いたします。

さて、この度は人権擁護法案に関しまして国民の意見を受け付ける場を設けて下さいましたので、人権擁護法案に反対する立場での要請書を提出させていただきます。

· 人権の定義が曖昧である。主観だけで人権侵害を訴えられる。
· 人権委員に日本国籍条項が無い
· 秘密警察のような人権擁護委員が2万人もいるのは危険。
· 人権委員はいかなる不当な認定をしても罷免されない。
· 人権委員は過大な力権限を持つことになる。
総理大臣、最高裁判所長官よりも権限が上とも言える。
・令状無しで家宅捜索を行う権限がある。

拒否すれば30万の過料が科せられる可能性がある。
・虚偽の人権侵害の申し立てがあっても強制捜査が可能である。
・虚偽の侵害申し立てでも、申し立て者には罰則が無い。
・２万人の人権擁護委員が持ち込んだ全ての案件を僅か５人で
調査し正しく判断することは不可能といえる。
・人権擁護委員による不当な案件がそのまま執行される可能性は
非常に高い。
・現在審議中の人権擁護法案における人権擁護委員会は権限も資格も
人員も比べ物にならないぐらい程非常に強力になっている。
・この人権擁護法は戦前の治安維持法よりも酷いものになる。
・この法律の必要性が不明確。
・人権利権行政に依る、逆差別運用と同じ事が起こりえる。
列挙した以外にも多くの問題点のある法案です。

この法案の提出阻止をよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年３月　　日
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